
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特色ある教育の 

３本の柱 

 

小中一貫教育 

英語教育 

キャリア教育 
 

平成２９年８月 作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 小中の職員全員で、小中全員の子どもを育てる 

・学習規律の定着 

・基礎的・基本的な知識・技能の定着 

・年長者へのあこがれ 

・学力の定着と論理的思考の育成 

・５学年から一部教科担任制 

・スムーズな中学校生活への移行 

・「中１ギャップ」の解消 

・自らの課題を見つけ解決する力の育成 

・個性や能力の伸長 

・年少者をいつくしむ気持ち 

 

豊かな心の育成 
小・中職員間の 

相互理解 

９年間の系統性を 

大切にした 

教育の実践 

知・徳・体・情をはぐくむ 

町内３保育園 他幼稚園・保育園との連携 

９年 

 

８年 

 

７年 

 

６年 

 

５年 

 

４年 

 

３年 

 

２年 

 

１年 

発展期 
８年生～９年生 

活用期 
５年生～７年生 

基礎充実期 
1 年生～４年生 

確かな連携と引き継ぎ 
・小学校職員による訪問 

中学校職員が 

小学校で授業 

同一歩調による 
小・中職員の連携・協力 
・教科の連携 
・指導面での連携 

中学生が 

参加しての 

運動会･音楽会 

中学生が小学生の 

手を引いて登校 

中学生が小学生へ

読み聞かせ 

小学生の隣で

中学生が掃除 

中学生の姿 

が目標に 



小学校１年生から教科として英語に親しむ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

HOP！ 

STEP！ 

JUMP！ 

グローバル化にも対応 

発展期：８・９年生 

活用期：５～７年生 

基礎充実期：１～４年生 

ＮＬＴによる授業サポート 

ＮＬＴ２人体制 

遊びの中で英語に触れる 

全身で英語を体感 

教師や友だちとコミュニケーション 

外国の言語や文化の違いを理解 

積極的に聞く・話す 

 

英語を用いてのコミュニケーション 

に慣れる 

読む・書くなど、初歩的英語の運用 

積極的にコミュニケーションを図る 

身近な事柄や地域のことについて、 

聞く・話す・読む・書くの 

４領域に渡って、 

バランス良くコミュニケーションを図る 

担任の先生とのティームティーチング 

ＮＬＴも担任も元気はつらつ 

ＮＬＴも 

小中の連携

を考慮 

英語教育サポート会社とのコラボレーション 

楽しく 身近に 英語を学ぶ 

積極的にコミュニケーション 

言語や文化に対する理解 

 

英語の掲示 

英文字に触れる 



佐久穂のひと、もの、ことに学ぶ 

申し付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

中学生職場体験学習 
（８年） 

 
 
 

４年生～８年生で実施 

佐久穂のよさ
を知る 

自分の生き方
を考える 

働く意義 
の実感 

佐久穂町の参考書 
 
町内 80 の事業所

を掲載 

さくほ森の子育成 
クラブの協力 

シイタケの駒打ち 
（４年） 学校林「創造の森」 

高性能林業機械体験 
（５年） 

植林（６年） 

ツリークライミング 
（７年） 

職場体験（８年） 

９年 

 

８年 

 

７年 

 

６年 

 

５年 

 

４年 

 

３年 

 

２年 

 

１年 

 

 

地域への遠足（１年） 
元気が出る公園でのそり滑り 

プルーン狩り 
（３年） 

秋葉神社への探検 
（２年） 

こぶ太郎登山
（４年） 

田植え（５年） 

地域地層学習 
（６年） 

地域巡り（７年） 

豊かな原体験 

高齢者疑似体験 
（９年） 

ふるさとを愛し、誇りに感じる 


